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をしていることを見出している。Cp-Lip1は匂い物質の 1つ Ethyl Vanillin に高親和性を示し、
同じく Linaloolには低親和性を示した。 
リポカリンとは疎水性キャリアタンパク質の総称で、生体内のあらゆるところに存在していが、










Cp-Lip1N-Δ20を与えて、その機能を知る方法である。よって嗅上皮を 1 [ ml ] の Ringer液で洗
浄したうえで Cp-Lip1N-Δ20 を用いた。その結果、EOG はほとんど変化しなかった。この洗浄
量では、嗅粘液を除去できていないのではと考え、改めて 30 分以上洗浄したうえでリコンビナ
ントリポカリン Cp-Lip1N-Δ20を与えた。結果、Ethyl Vanillinの EOGは大きくなる傾向が見
られた。これは、Cp-Lip1が Ethyl Vanillinを嗅覚受容体に運搬している可能性を示している。 
 
